
■ 改革の第2ステージ「生産性向上」に取り組む
生活に欠かせないライフラインである都市ガスを、福岡・

熊本・長崎の3県、約110万戸のお客さまに供給している西

部ガス。同社は近年の電力・ガス小売り全面自由化を新た

な挑戦の機会ととらえ、多面的な事業展開で「エネルギーと

くらしの総合サービス企業グループ」をめざした取り組みを

行っています。

働き方改革には早期に着手しました。2011年から「業務

そのものの見直し」「仕事の進め方の見直し」「労務管理の

見直し」の3本柱からなる「しごとRe:フォーム推進活動」を

展開。各種施策の推進により、活動開始から5年間で社員

の時間外労働を26%削減、年休取得日数を1年当たり1.8日

増加させるという成果を生み出しました。

そして2017年から新たにスタートしたのが「しごとRe:

フォーム2.0」となる“業務・ワークスタイルの改革”です。

「これまでは社員同士の創意工夫で労働時間を削減して

きましたが、ガス小売り全面自由化などで事業環境が大きく

変化するなか、これからはICTを活用し、労働時間を増やさ

ずに生産性の向上と価値創造に挑戦してみようと考えまし

た」と語るのは、人事労政部 労政グループ担当部長の吉村

雄大氏です。

その施策のひとつとなったのが、営業社員向けのテレワー

クの導入でした。

「これまで営業社員には外出先でのPC利用を認めていま

せんでした。そのため、外回りに出て次のアポイントまでの時

間が空くと、無駄と思いながらもいったん事務所に戻ったり、

提案書を作成するため夕方自宅近くで仕事を終えても、その

まま帰宅できなかったり、効率の悪い働き方となっていまし

た。そこで隙間時間でのモバイルワークによる事務処理や、

直行直帰による移動時間の削減などで、お客さま訪問時間

を最大化する働き方を検討してみることにしました」と、人事

労政部 労政グループ課長の寺地 泰史氏は説明します。

■ スモールスタートの効果を見える化
プロジェクトを進める際に課題となったのは、施策の効果

測定でした。

「当社には外回りの営業社員が約400名います。全員にモ

バイルツールを配布するとなれば、かなりの投資が必要です。

そのため経営層に対して“これだけの効果が期待できる”と

いうエビデンスを示さなければGOサインは出ないだろうと考

えました。また、ツールだけ配っても、課題が解決できるのか、

運用面で何か別の問題が発生するのではないか、という不

安がありました。そこでまずはスモールスタートで効果を見

える化したうえで、本格展開へのステップを踏むことが必要

だと判断したのです」と吉村氏は語ります。

複数社からの提案を検討した結果、西部ガスは日立を

福岡市に本社を構える西部ガス株式会社（以下、西部ガス）は、働き方改革の一環としてテレワークの導入を検討。
日立の「見える化支援ソリューション」によって、施策の有効性や定量的効果、業務上の課題などをあらかじめ確認し、
経営層と現場それぞれの納得感を得たうえで、スムーズな本格展開へつなげることに成功しました。

福岡市に本社を構える西部ガス株式会社（以下、西部ガス）は、働き方改革
さいぶ
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パートナーに選びました。

「日立さんの提案には、見える化の技術だけでなく、

一足先にテレワークの導入で試行錯誤してきた会社な

らではの、実践的なノウハウの蓄積を感じました。こうし

た課題にはこう対処するとうまくいく、こうすれば定着で

きるといったアドバイスでも納得のいく説明が多く、非

常に腹落ち感がありました」と吉村氏は振り返ります。

日立は、試験導入の対象となった社員約50名に配布

されたノートPCやタブレットのログデータと勤怠デー

タ、個人が登録するスケジュールデータを組み合わせて

分析し、モバイル活用によって変化する個人およびグ

ループ別の働き方を見える化。約9か月に及ぶ効果測定と、

複数回のアンケート調査によって、ツールを持たない社員との

働き方の違いを定量的・定性的にデータで示しました。

■ 現場での働き方が大きく変化
「分析結果から、モバイル活用時間が導入から半年で倍

増し、お客さま訪問時間も増加したことが分かりました。特

にチーム全員でモバイルを活用した場合は、情報共有のデ

ジタル化とペーパーレス化で、社内会議数が減少したにもか

かわらずコミュニケーションが活発化し、個人単位より部署

やチームで運用する方が効果的なことが明らかになりまし

た」と吉村氏は説明します。

アンケートでも、「外出先で会社のサーバーにアクセスでき

るため、従来なら持ち帰りだったお客さま先での商談が即日

提案・契約に結びついた」「隙間時間に報告書が作成できる

ため、帰社後の事務作業が軽減した」といった喜びの声が

多く寄せられました。

さらに、モバイル活用を考慮していない業務プロセスや、

紙に縛られた社内決裁のフローなど、新たな検討課題が見

いだされ、本格展開に向けた事前準備を効果的に進めるこ

とができたといいます。

この測定結果が経営層からも評価され、西部ガスは2019

年6月、営業社員に、希望に応じた端末とコミュニケーション

を促進するチャットツールを配布し、テレワークの本格展開

を開始。現在は、社内ルールの改善やノウハウ共有も含めた

PDCA※1サイクルを回しながら、テレワークの定着と価値創

造の最大化をめざしています。
※1 Plan-Do-Check-Action

■ 副次的効果でBCP対策にも貢献
「テレワーク環境の実現で、長年の懸案事項だったBCP※2

対策の基盤ができたことも大きな成果です。今後、熊本地震

のような大規模災害が起こったとしても、お客さま対応を現

地で継続し、早期の復旧を支援するツールとして活用してい

きます」と寺地氏は語ります。

吉村氏も「日立さんには見える化だけでなく、社員や経営

層への説明会や啓発活動でも最後までご支援いただき、本

当に助かりました。現在は人財価値と生産性を高める新た

なご提案をいただいており、検討しています」と語ります。

これからも日立は、働き方改革と価値創造に取り組む西

部ガスを、多岐にわたるソリューションで支援していきます。
※2 Business Continuity Plan（事業継続計画）

西部ガス株式会社
吉村 雄大 氏 寺地 泰史 氏
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